
『選択ｃ農業経営』シラバス

科 目 名 学 科 学 年 必修／選択 単 位 数

農業経営 園芸科 ３年 選択 ２単位

１．科目目標と使用教材

・パソコンでの財務管理を行えるようになり、経営診断を行えるようになる。

・経営者としての自覚を持ち、様々な制度（認定農業者・青色申告制度）等を活用した科目目標

経営を展開できるようにする。

・農文協：農業経営
使用教材

・プリントを準備 （皆さんはファイルを準備してください）

２．学習計画

学期 学 習 項 目 学 習 目 標

・農産物の原価計算 ・原価計算を行うことにより、コストを少なくし経営に有利

・原価計算を行う目的 になるようにするための、各種計算問題をおこない、原価

計算について理解する。１

・農薬計算 肥料計算 面積（作付計算・計画）

学

、 、・２年次に修得した、簿記の ・２学期から行う パソコンを使っての農業経営を行う前に

復習 仕訳や転記の方法などを復習し、スムーズに経営診断を行期

えるように復習をおこなう。

・パソコンを使っての経営診 ・２年生で修得した、簿記を活用してパソコンで仕訳～青色

断 申告を作成するまでの過程を学習する。

・２年生の復習 ・自ら青色申告を作成することのメリットを知る。２

・農業簿記の勘定科目 ・農業独自の勘定科目を理解する。

・減価償却の計算 ・減価償却の方法を理解する。学

・経営診断と設計 ・パソコンを活用することでの、経営診断と改善計画をたて期

る。

・２～３年の復習 ・これまで学んできた、農業経営について復習をおこなう。

３

学

期



３．学習方法

２年生で勉強した、簿記を活用し自ら経営診断が行えるように授業を発展させていきます。パソコ

ンの活用で、処理の正確さや迅速化を図り的確に診断できる勉強を行いましょう。そのためにも、

２年生の時に勉強した、内容の復習をしっかりと行っていてください。経営を始めたときに、すぐ

にでも役立つ知識を身に付けましょう。

４．評価の観点

簿記演習を通して、日商簿記３級程度の内容を修得し、農業所得・労働生産

性・資本生産性などの指標による経営診断について理解するとともに、経営管関心・意欲・態度

理の改善を図る能力と態度を身につける。

会計管理や情報管理など農業経営の設計と管理に必要な基礎的・基本的な知

識と技術を習得する。さらに、農業生産に関する分野における自らの職業生活思 考 ・ 判 断

について考えることができる。

毎時間の板書内容や配布されたプリントに関する基礎的な知識について、発

表やノート・発問等により的確に習得した内容を表現することができる。技 能 ・ 表 現

決算と財務諸表の作成ができる。また、簿記に関しての知識を持ち、パソコ

ンでの処理に的確に活用することができる。知 識 ・ 理 解

５．成績評価

定期考査 平 常 点

提出物 授業態度中 間 （素 点）

１００％ ％ ％ ％ ％

１･２学期

定期考査 平 常 点

記 録 実技態度期 末 （素 点）

７０％ １０％ ２０％ ％ ％

※３学期のみの評価

定期考査 平 常 点

記 録 実技態度３ 学 期 学年末 （素 点）

７０％ １０％ ２０％ ％ ％

※学年評価： （１学期点数＋２学期点数＋３学期点数）÷３

６．生徒の皆さんへ

パソコンを活用し、分かりやすをく授業を展開していきたいと思います。毎時間集中し、聞き漏

らすことなく積極的に授業に参加してください。


